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EMアルゴリズムとは

・EMアルゴリズムとは

→勾配法におけるステップ幅の決定問題を回避できる
最適化手法

→入力ベクトルｘが部分的にしか観測できない場合(不
完全データ)に対する場合の最尤推定量のアルゴリズム

→ Expectation-step(期待値)とMaximization-step(最大
化)の二つのステップを繰り返すことにより、確率パラ
メータを更新していく
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EMアルゴリズムの計算方法(1)

1.解の初期値 を適当に定める。

2.Eステップ：現在の解 から媒介変数
を計算する。
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EMアルゴリズムの計算方法(2)

3.Mステップ：現在の媒介変数 から、
解 を計算する。

4.2～3を収束するまで繰り返す。
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EMアルゴリズムの意味(1)

・ Eステップ：現在の解 を通る対数尤度

の下界 を求めることに対応。すなわち、
任意の に対して

を満たす下界 を求めることに対応

・ Mステップ：下界 を最大にする値 を求
めることに対応
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EMアルゴリズムの意味(２)
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EMアルゴリズムの意味(2)

• EMアルゴリズムによって対数尤度が減少す
ることはない

• Eステップにおける下界の導出が重要
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ジェンセンの不等式(1)

非負かつ和が１の変数

に対して

が与えられる。
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・m=2に対するジェンセンの不等式（例）

・解釈(対数関数は常に凸)

ジェンセンの不等式(2)
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Eステップの下界の導出(1)
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Eステップの下界の導出(2)
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より、
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Mステップでのパラメータ導出

・下界を 最大にするパラメータ を求める。

- は以下を満たす
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結論

• EステップとMステップの繰り返しによって対数
尤度は減少しない。

• EMアルゴリズムは適当な条件のもとで局所
的最適解に収束する。
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